
愛知教育大学附属高等学校研究紀要第 47 号 
pp.1～11（March, 2020） 

 

高等学校「現代文Ｂ」－梶井基次郎「檸檬」読解の試み 

―高等学校「現代文Ｂ」高大連携授業の実践―

国語科 横井 健
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1. はじめに

平成30年告示の新学習指導要領では，現行の「国語総合」（標準単位数４）における近代の小説や詩歌

の学習内容を新教科「言語文化」に寄せ，古典分野も扱いながら，その標準単位数を２としている。また

「内容の取り扱い」では，「Ｂ 読むこと」の指導について，古典に関する指導を40～45単位時間程度，

近代以降の文章に関する指導を20単位時間程度配当するものとしている。高等学校の授業の中で近代文

学を扱う時間は大きく減ることになる。一方で，「読むこと」の指導内容に，「作品や文章に表れている

ものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容を解釈すること」，「他の作品などとの関係を踏まえ，内容の

解釈を深めること」と記されており，現行「国語総合」の「読み味わうこと」，「評価したり，書き手の

意図を捉えたりすること」という記述に比べ，主体的な読解を促し，さらに他のテクストとの比較まで求

める内容となっている。高校教育の現場においては，これまで以上に限られた時間の中で，近代文学作品

の言葉によって育むべき資質・能力について適切に指導することが求められているといえよう。

2. 実践にいたる背景

新学習指導要領の「目標」における「社会生活に必要な国語」について考えたときに，そもそも「文

学」は社会生活に必要か、という疑問が生じる（例えばキャリア教育における国語。註 1）が、杉本紀

子氏は「『文学』を読む意義を教養主義的な視点以外から考える機会を設けたい」（註 2）という視点に

立ち，国際バカロレアに準じた実践をされている。杉本氏の取り組みには文学教材の扱い方について，

大きな示唆をいただいた。加えて，「文学」（の言葉）によってでしか育めない力はあるか，という問い

に答えることも新指導要領を踏まえた高等学校の授業には求められるだろう。高校教育の場において文

学の必要性を訴える方向性としては，例えば石原千秋氏の

「読解力」グローバル・スタンダードは，すなわち「個性」というところに落ち着きそうだ。個性こ

そが商品価値があるのだ。そして，文学は子供の個性をその可能性の限界まで試すことができるジ

ャンルなのだ。（註 3） 

との指摘や，今回の学習指導要領改訂に批判的な紅野謙介氏の

平成 30 年告示の高等学校学習指導要領においては，汎用的なスキルの育成が重視され，国語はそ

の基盤とされている。実社会・実生活に生きて働く国語の能力に重きが置かれているが，一方で「文

学」でしか育むことができない能力についても目を向ける必要があると考える。今回は，愛知教育大

学奥田浩司教授の協力の下，高等学校現代文の定番教材でもある梶井基次郎「檸檬」を，近年の文学

研究の知見に基づいて読み直すことで，高校国語に於ける「文学」の必要性について考えたい。
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もちろん，文学教材も重要です。優れた小説は必ずしも一元的ではなく，むしろ多元的な複数の要

素からなり立っています。（略）文学はまさに私たちの「生きる力」の根源にふれているのです。（註

4） 

という見解が参考になろう。本実践は，文学教材を用いた授業の教育的意義を確認し，文学（の言葉）

で育成できる資質・能力を示すための試みである。

3. 高大連携授業の概要

私は昨年度と一昨年度，「現代文」の授業に対する関心を高め読解力の向上を図るとともに，文学テク

ストの言説分析および構造分析を通して論理的思考力を身に付けさせることを目標とし，奥田浩司愛知

教育大学教授とともに３年生の理系クラスを対象に高大連携授業を行った（本校『研究紀要』第45号にて

報告。註５）。そこでの取り組みを基にして，先に示したように，高校教育の場で近代文学を扱う場面

が減少しつつある中で文学的文章を教材とした授業の意義を確認することを目標とし，３年生の文系生

徒（２クラス82名）を対象に高大連携授業を行った。事前に，高等学校「現代文B」の授業で，記号論の

基礎や梶井基次郎の略歴を学び，「檸檬」の主題について考察した上で，奥田先生にご協力頂き，同じ

“lemon”を題材とした近代詩「レモン哀歌」（高村光太郎）との比較を通して，発展的学習につなげる

という試みである（「レモン哀歌」を外部テクストとして利用）。「檸檬」を教材とした実践は，「私」の

心情変化を確認することや，舞台が京都ということもあり，梶井の実生活や肺結核に結びつけて解釈す

る作家論的な展開に終始しがちである（註6）が，高校の授業を通して学ぶ「檸檬」の理解にとどまらず，

研究者による根拠に基づく読解の方法や読みの可能性との比較を通して，高大連携ならではの深い学び

につなげる実践としたいと考えた。そのために，まず，現行の学習指導要領で重視されている以下の２

点について授業・評価開発を行うことを目指した。

１ 多様なテキスト・情報理解の育成，批評能力を育成するためにテクスト形式の理解・読解と批評が

できるようにさせる。（参照 「Ｃ 読むこと」「エ 表現の仕方を評価すること，書き手の意図をと

らえることに関する指導事項」。）

２ 物語（文学的文章）の読み方（表現の型・構成）や日本における文化的意味を理解し，自分の考え

や解釈の持ち方，古典文学におけるテキスト形式への批評の視点を持たせる。（参照 「ウ 表現に即

して読み味わうことに関する指導事項」「エ 表現の仕方を評価すること，書き手の意図をとらえる

ことに関する指導事項」）

 その上で，新学習指導要領（「言語文化」）で示されている「エ 作品や文章の成立した背景や他の作

品などとの関係を踏まえ，内容の解釈を深めること」「オ 作品の内容や解釈を踏まえ，自分のものの見

方，感じ方，考え方を深め，我が国の言語文化について自分の考えを持つこと」（参照「Ｂ読むこと (2)

言語活動例」の「イ 作品の内容や形式について，批評したり討論したりする活動。」「ウ 異なる時代

に成立した随筆や小説，物語などを読み比べ，それらを比較して論じたり批評したりする活動。」学習指

導要領解説 下線は引用者）へとつなげていけるよう，外部テクストを取り入れた授業開発を目論んだ。

これは大学での文学研究の基本であるのみならず，2017，2018 年実施の大学入学共通テスト「試行調

査」において複数テキスト（資料）による出題が現代文，古文，漢文それぞれの分野でなされたことか

ら，今後の高大接続という視点においても必要な取り組みであると考えたからである。
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4. 授業の実際

(1) 本文を通読し，小説「檸檬」の内容を読み取る。語句の意味に注意し，指示語などを発問しながら，

ワークシートに話の筋をまとめさせる。また，人物の設定やその効果について整理させる。（1.5 時間）

ワークシートは，名古屋学芸大学教授佐藤洋一先生・知立東高等学校野々山由佳先生の知見をもとに

作成した（シート No.1・2。註 7）。 

(2) ワークシートを使って「檸檬」の象徴性について考えさせる。グループに分かれ，相互発表・相互

評価の後，意見交換を行い，個々の考えを深めさせる。グループ学習の振り返りとともに，話し合い

で解決しきれなかった疑問についてまとめさせる。きっかけ作りのため，丹藤博文氏「教科書の中の

『檸檬』」（註 8）および佐藤昭夫氏「梶井基次郎年譜」（註 9）を配付。（1.5 時間） 

(3) 話し合いをもとに，班毎に発表。質疑応答。疑問点の整理。（1 時間）

＊発表の様子

(4) 生徒の疑問（生徒の疑問は主に，「檸檬」について，「丸善」について，「私」の心情について，の

３点に収斂した。一部，「・・・」「―――」などの表記について疑問を持つ者もいた）を，テクスト

論の知見のもとに解き明かす講義を行い，外部テクスト（「レモン哀歌」）との関連を視野に入れな

がら文学研究の一端に触れさせ，生徒個々の読解との違い（読解の根拠の妥当性）を実感させ，今

後の文学作品読解の参考にさせる。（1 時間） 

＊奥田先生の授業の様子。極力，生徒の声を聴いて頂いた。
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5. 生徒アンケートから 

 

 

「感想・さらなる疑問など」（自由記述の抜粋。下線は引用者） 

・短い時間ではありましたが，大学の文学の授業を受けることができてとても嬉しく，また楽しかった

です。檸檬について新しい角度から考えることができました。文学の面白さ，難しさ，奥深さを感じる

ことのできる１時間でした。   

・「檸檬」の表記や梶井の西洋に対する思いなどについて考えを深めることができました。「檸檬」の舞

台がなぜ京都だったのかという疑問が解けました。   

・最後の「下る」という一つの言葉にも気持ちが下るイメージを込めていると解釈できると聞いて驚い

た。他のところでも考えることができそうで，文学作品の読解は大変だけど楽しいと思えました。 

・作品を読むときに，漢字で書かれている意味やカタカナで書かれている意味など，表記に注目するの

は新しい発見だった。   

・結局，梶井が何を言いたかったのかよく分からなかった。   

・他の作品と読み比べることはやったことがなかったので，よい勉強になりました。   

・「檸檬」で疑問に思っていた部分について新たな考え方をすることで，自分の中でいろいろと納得する

ことができました。普段とは違った深く読み解く授業を受けられて良かったです。   

・自分とは違う読み方があることを知ることができ，新鮮でよかったです。   

 

 

 

1 講義内容（難易度）について 人数 %
1 難しい 26 34.7
2 丁度良い 48 64.0
3 易しい 1 1.3

2 「檸檬」の理解について
1 理解が深まった 62 82.7
2 理解は深まらなかった 3 4.0
3 どちらともいえない 10 13.3

3
「檸檬」でさらに学びたかったこと・知りたかった
ことについて
1 学ぶこと・知ることができた 44 58.7
2 学ぶこと・知ることができなかった 6 8.0
3 どちらともいえない 25 33.3

4 「文学作品」の理解について
1 読み方が変わった・深まった 50 66.7
2 読み方は変わらない・深まらない 12 16.0
3 どちらともいえない 13 17.3

67%

16%

17%

「文学作品」の理解について

1 読み方が変

わった・深まった

2 読み方は変わ

らない・深まらな

い

3 どちらともいえ

ない

83%

4%
13%

「檸檬」の理解について

1 理解が深まっ

た

2 理解は深まら

なかった

3 どちらともいえ

ない
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6. まとめと反省  

アンケートの記述内容から，多くの生徒が解釈の根拠の妥当性を検討しながら作品を主体的に読み解

くことを経験できたことが伺え，授業の目標はおおむね達成できたと考えている。また，「檸檬」と「レ

モン哀歌」で扱われた“lemon”の違いについて，最もわかりやすいのはその表記であるが，なぜ漢字な

のか，なぜカタカナなのかという問い自体が新鮮だった生徒が少なくなかった。小さいことではあるが，

日本語の表現について考えるために文学教材が果たす役割の一つといえよう。契約書などの実用的な文

章ではできないことである。余談だが，表記の意味については，実は大学入試センター試験でもたびた

び問われている（例えば「カタカナ表記の擬音語・擬態語を使うことで、それぞれの場面の緊張感を高

めている」平成 31 年 問６ 選択肢③，「3 行目と 4 行目の「アイセキカ」はわたしが意味を取れずに

音だけ理解したことを示しており、これ以後の「アイセキカ」は漢字表記の「愛石家」の意味に限定さ

れないことを表している」平成 26 年 問６ 選択肢① 等）。 

一方で，「レモン哀歌」との関連付けに唐突感が否めず，戸惑っていた生徒がいたことも事実である。

外部テクストを単元中のどの時期に入れていくのが適切か考える余地がある。加えて，「檸檬」の学びが

必ずしも「文学作品」全般には結びついていない生徒がいることにも注意が必要である。一つの要因と

して，「作者」の呪縛が挙げられよう。アンケートの記述でも，すっきりしないという意見は「作者」絡

みのものが多く見られた。以前も記したことだが（註 10）「作者の意図」を絶対視しては主体的な読み

はできないのだが，どうしても作者（＝梶井基次郎）の意図に収斂させるべきと考える生徒は少なくな

い。仮に梶井の意図が分かっても他の作者に応用はできないわけで，文学作品の理解へとはつながらな

いだろう。資料として「梶井基次郎年譜」を配布したことがかえって仇になったかもしれない。「レモン

哀歌」とあわせ，資料の提示の在り方は再考すべきだと感じた。とはいえ，授業者側からの説明が過ぎ

ると生徒自身による気づきの機会を奪うことになりかねないので，今後慎重に検討したい。 

 

註 1 キャリア教育における「基礎的・汎用的能力」の育成 平成 28 年 6 月 28 日教育課程部会 資料

１ 

註 2 杉本紀子「文学と社会」 大修館『国語教室』2018 年 4 月号  

註 3 石原千秋 『国語教育の思想』 ちくま新書 2005 年 p.66 

註 4 紅野謙介 『国語教育の危機』 ちくま新書 2018 年 p.278 

註 5 横井 健「高等学校『現代文 B』－安部公房『鞄』読解の試み－」 「愛知教育大学附属高等学

校研究紀要」第 45 号 2018 年 3 月 

註 6 丹藤博文 「えたいの知れない不吉な〈教材〉－「檸檬」教材論のために－」 『梶井基次郎「檸

檬」の諸相 倉知亜由美追悼論集』 愛知教育大学出版会 2010 年  

註 7 「愛知教育大学附属高等学校研究紀要」第 34 号 2007 年 3 月  

註 8 註６に同じ 

註 9 『文芸読本 梶井基次郎』 河出書房新社 1977 年 

註 10 註 5 に同じ 
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『
檸
檬
』
（
梶
井
基
次
郎
）
№
１

組

番
（

）

ス
テ
ッ
プ
１

小
説
（
文
学
的
な
文
章
）
の
読
み
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う

１
．
音
読
し
ま
し
ょ
う
。

（
１
）
音
読
の
基
本
に
注
意
（
口
の
形
・
声
量
・
速
さ
・
姿
勢
・
本
の
持
ち
方
）

（
２
）
意
味
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
考
え
な
が
ら
読
む

（
３
）
聞
い
て
い
る
人
が
よ
く
分
か
る
よ
う
に
読
む

（
４
）
重
要
な
こ
と
ば
や
表
現
は
、
間
を
取
り
ゆ
っ
く
り
読
む

２
．
本
文
を
６
場
面
に
分
け
、
分
か
れ
目
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

３
．
小
説
（
文
学
的
な
文
章
）
を
読
む
た
め
に
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
六
つ
で
す
。
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

（
１
）

「
状
況
設
定
」
を
確
認
す
る

①
時
代
背
景
は
い
つ
か
？

②
場
所
・
舞
台
は
ど
こ
か
？

③
登
場
人
物
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

ア

中
心
人
物
は
誰
か
？

イ

対
比
さ
れ
て
い
る
人
物
は
誰
か
？

ウ

そ
れ
以
外
に
登
場
す
る
人
物
は
？

エ

語
り
手
は
誰
か
？

オ

中
心
人
物
と
対
比
人
物
の
関
係
は
？

（
２
）
「
場
面
構
成
」
を
確
認
す
る

＊
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
「
場
面
」
に
分
け
て
読
む

①

状
況
設
定
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）

②

問
題
の
発
端

③

展
開

エ
ピ
ソ
ー
ド

④

発
展

話
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

⑤

結
末
（
エ
ピ
ロ
ー
グ
）

（
３
）
「
中
心
人
物
の
変
化
」
を
確
認
す
る

①
中
心
人
物
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
（
見
方
や
内
面
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
）

②
対
比
人
物
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
か

（
４
）
個
性
的
な
「
描
写
」
や
優
れ
た
「
表
現
」
「
イ
メ
ー
ジ
・
象
徴
性
」
を
読
み
取
る

①
空
間
性
・
立
体
性
や
時
間
感
覚
、
視
線
な
ど

②
特
有
の
「
イ
メ
ー
ジ
」
の
効
果
や
役
割

（
例
：
色
彩
・
動
植
物
・
宝
石
な
ど
）

（
５
）
作
品
の
テ
ー
マ
（
主
題
）
に
対
す
る
解
釈

テ
ー
マ
は
何
か
？

（
６
）
作
品
に
対
し
て
自
分
の
「
意
見
」
「
考
え
」
を
持
つ

『
檸
檬
』
（
梶
井
基
次
郎
）
№
２

組

番
（

）

ス
テ
ッ
プ
２

観
点
を
意
識
し
て
感
想
を
持
ち
ま
し
ょ
う

１
．
『
檸
檬
』
を
読
ん
で
、
興
味
を
持
っ
た
場
面
、
面
白
い
と
思
っ
た
場
面
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

場
面

理
由

２
．
わ
か
ら
な
い
・
疑
問
を
持
っ
た
場
面
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

場
面

理
由

３
．
こ
の
小
説
を
読
む
た
め
に
、
大
切
だ
と
思
う
場
面
・
表
現
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

場
面

表
現

理
由

４
．
優
れ
て
い
る
と
思
う
「
表
現
」
や
「
イ
メ
ー
ジ
」
を
抜
き
出
し
、
そ
の
理
由
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

理
由

理
由

５
．
私
た
ち
の
周
囲
に
あ
る
も
の
で
、
「
私
」
に
と
っ
て
の
「
檸
檬
」
と
同
じ
よ
う
な
意
味
を
持
つ
も
の

は
何

か
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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『
檸
檬
』
（
梶
井
基
次
郎
）
№
３

組

番
（

）

ス
テ
ッ
プ

小
説
の
構
成
を
確
認
し
、
あ
ら
す
じ
を
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

3

場

面

構

成

場

所

・

人

物

・

時

・
会

話
・

出

来

事

問
題
の
発
端

中
心
人
物
＝
（

）

(

１)

中

心

人

物

は

定

誰
か
。

１

設

え
た
い
の
知
れ
な
い

私
の
心
を
圧
迫

況

→

状

(

２

）

え

た

い

の

知

「

」

れ
な
い

「

」

＝

焦
燥
・
嫌
悪

（
肺
尖
カ
タ
ル
・
神
経
衰
弱
・

背
を
焼
く
よ
う
な
「

」
）

美
し
い
音
楽
も
美
し
い
詩
の
一
節
も
辛
抱
が
な
ら
な
く
な
っ
た

（

）

何
か
が
私
を
「

」
さ
せ
る

（

）

↓

私
の
行
動

「

」

そ
の
頃
の
私
と

そ
の
頃
の
私

１

以
前
の
私

２

開

「

」
も
の
が
好
き

展

・
壊
れ
か
か
っ
た
街
の
裏
通
り

…
「

」
私
を
見
失
う
の
を
楽
し
む

・
安
っ
ぽ
い
絵
の
具
で
塗
ら
れ
た
花
火

・
び
い
ど
ろ
、
南
京
玉

…
二
銭
や
三
銭
だ
が
贅
沢
な
も
の
、

「

」
に
む
し
ろ
媚
び
て
く
る
も
の

生
活
が
蝕
ま
れ
る
以
前
の
私

「

」
が
好
き
（
オ
ー
ド
コ
ロ
ン
、
オ
ー
ド
キ
ニ
ン
、
香
水
瓶
、

煙
管
、
小
刀
、
石
鹸
、
煙
草
）

⇔

し
か
し

そ
の
頃
の
私
に
は
「

」

書
籍
、
学
生
、
勘
定
台

＝

借
金
取
り
の
亡
霊

あ
る
朝

２

果
物
屋

３

開

「

」
の
下
宿
を
さ
ま
よ
い
出
る

展

→

果
物
屋
で
足
を
止
め
た

↓

私
の
知
っ
て
い
た
範
囲
で
最
も
好
き
な
店

…

「

」
な
店
で
は
な
か
っ
た
が
果
物
屋
固
有
の
美
し
さ

（
何
か
華
や
か
な
美
し
い
「

」
が

あ
ん
な
色
彩
や
あ
ん
な
ヴ
ォ
リ
ウ
ム
に
凝
り
固
ま
っ
た
と
い
う
ふ
う
に

果
物
は
並
ん
で
い
る
。

ま
た

寺
町
通
り
は
賑
や
か
な
通
り
だ
が
、
そ
の
店
頭
の
周
囲
だ
け
が

妙
に
「

」

↓

私
を
誘
惑
し
た

店
頭
に
点
け
ら
れ
た
い
く
つ
も
の
電
灯
が
驟
雨
の
よ
う
に
浴
び
せ
か
け

（

）

る
絢
爛

（

）

↓

ほ
し
い
ま
ま
に
も
美
し
い
眺
め
が
照
ら
し
出
さ
れ
て
い
る

そ
の
日

檸
檬

３

果
物
屋
で
一
顆
の
檸
檬
を
買
っ
た

４

開展

↓

あ
の
単
純
な
「

」
も
、

紡
錘
形
の
「

」
も
好
き

↓

※

檸
檬
の
視
覚

握
っ
た
瞬
間
か
ら
「

」
が
弛
ん
で
き
た

＝

し
つ
こ
か
っ
た
憂
鬱
が
紛
ら
わ
さ
れ
る

↓

「

」
と
い
う
や
つ
は
不
可
思
議

檸
檬
の
冷
覚

…

檸
檬
の
触
覚

…

檸
檬
の
嗅
覚

…

つ
ま
り
は

檸
檬
の
「

」
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丸
善
の
前

展

丸
善

５

「

」
入
れ
る
よ
う
に
思
え
た
。

発

「

」
入
っ
て
い
っ
た

⇔

し
か
し

「

」
は
だ
ん
だ
ん
逃
げ
て
い
っ
た

↓

「

」
が
立
て
こ
め
て
く
る

↓

画
集
の
重
た
い
の
を
取
り
出
す
（
常
に
増
し
て
力
が
要
る
な
！
）

↓

「

」

↓

次
の
一
冊
を
引
き
出
し
て
く
る

↓

一
度
バ
ラ
バ
ラ
と
や
っ
て
み
な
く
て
は
気
が
済
ま
な
い

そ
こ
へ
置
い
て
し
ま
う

↓

「

」
に
な
り
本
の
群
れ
を
眺
め
る

檸
檬
を
思
い
出
し
た

末

檸
檬
爆
弾

６

・
本
の
色
彩
を
積
み
上
げ
て
、
こ
の
檸
檬
で
試
し
て
み
た
ら

結

↓

先
ほ
ど
の
軽
や
か
な
「

」
が
帰
っ
て
き
た

↓

「
奇
怪
な
幻
想
的
な
城
」
（
…

）

＝そ
れ
は
で
き
上
が
っ
た

そ
の
城
壁
の
頂
き
に
檸
檬
を
据
え
付
け
た

↓

檸
檬
の
色
彩
は
「

」
色
の
階
調
を
ひ
っ

そ
り
と
吸
収
し
、
「

」
と
冴
え
か
え
っ
て
い
た

・
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
何
食
わ
ぬ
顔
で
外
へ
出
る

→

変
に
「

」
気
持
ち

檸
檬
は
黄
金
色
に
輝
く
恐
ろ
し
い
爆
弾
、
ま
も
な
く
大
爆
発

→

お
も
し
ろ
い
。
空
想
を
熱
心
に
追
求

↓

活
動
写
真
の
看
板
画
が
奇
体
な
趣
で
街
を
彩
っ
て
い
る
京
極
を
下
が
っ

て
い
っ
た
。

『
檸
檬
』
（
梶
井
基
次
郎
）
№

組

番
（

）

4

ス
テ
ッ
プ

①
「
私
」
の
設
定
と
そ
の
変
化
を
読
み
取
り
ま
し
ょ
う
。

4

１
．
人
物
の
設
定
と
そ
の
効
果

・

酒
を
飲
ん
だ
後
に
宿
酔
が
あ
る
よ
う
に
、
酒
を
毎
日
飲
ん
で
い
る
と
宿
酔
に
相
当
し
た
次
期
が
や
っ
て
く

る
。

・

肺
尖
カ
タ
ル

神
経
衰
弱

借
金

・

始
終
私
は
街
か
ら
街
を
浮
浪
し
続
け
て
い
た
。

こ
こ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
考
え
ま
し
ょ
う
。

２
．
「
私
」
の
変
化
と
そ
の
要
因

作
品
の
中
で
、
「
私
」
の
心
情
の
変
化
が
起
こ
り
ま
す
。
変
化
し
た
場
面
と
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
、
そ

の
要
因
も
含
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
の
頃
の
私

み
す
ぼ
ら
し
く
て
美
し
い
も
の
に
強
く
ひ
き
つ
け
ら
れ
た

・
壊
れ
か
か
っ
た
街

・
安
っ
ぽ
い
色
合
い
の
花
火

→

〈

親
し
さ

〉

＝

・
び
い
ど
ろ
、
お
は
じ
き
、
南
京
玉

以
前
の
私

丸
善
が
好
き
で
あ
っ
た

・
オ
ー
ド
コ
ロ
ン
、
オ
ー
ド
ニ
キ
ン

→

〈

〉

＝

・
香
水
瓶

・
煙
管
、
小
刀
、
石
鹸
、
煙
草

《
変
化
の
き
っ
か
け
》

「
檸
檬
」
を
買
う

檸
檬
の
冷
覚

…

檸
檬
の
触
覚

…

檸
檬
の
嗅
覚

…

檸
檬
の
視
覚

…

↓

軽
や
か
な
「

」
、
誇
り
か
な
気
持
ち
、
私
は
「

」

《
変
化
の
き
っ
か
け
》

丸
善
へ
の
入
店

↓
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幸
福
な
感
情
が
だ
ん
だ
ん
逃
げ
て
い
っ
た

憂
鬱
、
「

」

・
香
水
、
煙
管
、
画
集
（
ア
ン
グ
ル
の
重
い
本
）
＝

〈

〉

＝
堪
え
が
た
さ

《
変
化
の
き
っ
か
け
》

檸
檬
を
憶
い
出
す

…

軽
や
か
な
「

」

第
一
の
ア
イ
デ
ィ
ア

…

積
み
重
ね
た
画
本
の
頂
上
に
檸
檬
を
据
え
つ
け
る

＝上
出
来

…

「
奇
怪
な
幻
想
的
な
城
」

跳
り
上
が
る
心

緊
張

第
二
の
ア
イ
デ
ィ
ア

…

檸
檬
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
何
食
わ
ぬ
顔
で
外
へ
出
る

…

く
す
ぐ
っ
た
い
気
持
ち

＝黄
金
色
に
輝
く
恐
ろ
し
い
爆
弾
を
仕
掛
け
て
き
た
「

」
が
私

丸
善
が
大
爆
発

→

ど
ん
な
に
お
も
し
ろ
い
だ
ろ
う

→

「

」
か
ら

「
気
詰
ま
り
な
丸
善
も
木
端
微
塵
だ
ろ
う
」

解
放
さ
れ
た
私

↓

活
動
写
真
の
看
板
画
が
奇
体
な
趣
で
街
を
彩
っ
て
い
る
京
極
を
下
が
っ
て
い
っ
た

ス
テ
ッ
プ
５

②
対
比
的
人
物
と
そ
の
効
果
を
読
み
取
り
ま
し
ょ
う
。

１
・
こ
の
作
品
に
お
け
る
対
比
的
人
物
は
？

＊

対
比
的
人
物
と
は
、
中
心
人
物
の
行
動
や
考
え
を
際
立
た
せ
た
り
、
中
心
人
物
に
影
響
を
与
え
た
り
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

２
．
「
友
達
」
の
様
子

・・こ
こ
か
ら
「
私
」
の
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
か
考
え
ま
し
ょ
う
。

『
檸
檬
』
（
梶
井
基
次
郎
）
№
５

組

番
（

）

ス
テ
ッ
プ
６

「
檸
檬
」
に
つ
い
て

１

「
檸
檬
」
と
は
そ
も
そ
も
ど
う
い
う
も
の
か
、
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

①

ミ
カ
ン
科
シ
ト
ロ
ン
類
の
常
緑
低
木
。
イ
ン
ド
原
産
。
高
さ
約
三
メ
ー
ト
ル
。
葉
は
楕
円
形
。
ミ

カ
ン
に
似
た
白
色
五
弁
花
を
年
中
開
く
。
果
実
は
紡
錘
形
、
外
皮
は
初
め
は
濃
緑
。
熟
す
れ
ば
美
し
、

い
黄
色
、
芳
香
が
高
い
。
果
汁
も
香
り
が
高
く
、
ク
エ
ン
酸
・
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
含
む
。
食
品
に
香
味

を
添
え
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
に
広
く
用
い
る
。
〈
季
秋
〉

（
『
広
辞
苑
』
第
六
版

岩
波
書
店
）

②

果
実
は
香
気
に
富
み
、
一
二
〇
～
二
〇
〇
グ
ラ
ム
、
果
皮
は
ク
リ
ー
ム
黄
色
で
柔
ら
か
い
。
檸
檬

の
原
産
地
は
イ
ン
ド
で
あ
る
が
、
古
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
え
ら
れ
、
さ
ら
に
新
大
陸
に
伝
わ
っ
た
。

日
本
ア
高
温
多
湿
、
冬
は
低
温
す
ぎ
て
、
そ
う
か
病
・
か
い
よ
う
病
・
寒
害
な
ど
が
多
発
し
栽
培
が

む
ず
か
し
い
。
日
本
で
は
年
間
約
５
５
億
円
（1968

）
を
、
主
と
し
て
ア
メ
リ
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。

（
『
大
日
本
百
科
事
典
』

第
二
版

小
学
館
）

２

「
私
」
に
と
っ
て
の
「
檸
檬
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

３

「
檸
檬
爆
弾
」
を
爆
発
さ
せ
る
こ
と
で
、
何
を
期
待
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ス
テ
ッ
プ
７

象
徴
的
イ
メ
ー
ジ
と
主
題
の
構
造
を
読
み
取
り
ま
し
ょ
う

１
．
次
の
も
の
は
何
を
象
徴
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

①
「
丸
善
」

②
２
．
こ
の
作
品
の
主
題
は
何
で
し
ょ
う
。

※
参
考
（
新
傾
向
入
試
問
題
）

・
筆
者
が
こ
の
文
章
で
主
張
し
た
い
こ
と
を
「
予
防
と
し
て
の
易
し
さ
」
と
「
治
療
と
し
て
の
や
さ
し

さ
」
と
い
う
二
つ
の
語
句
を
必
ず
使
用
し
、
五
〇
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
。
（
信
州
大
学2018

）

・
ⅰ

筆
者
の
考
え
を
一
五
〇
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

ⅱ

ⅰ
を
踏
ま
え
て
、
あ
な
た
の
意
見

や
考
え
を
一
五
〇
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。
（
静
岡
大
学2018

）

主
題
と
は
…
作
品
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る
中
心
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
こ
と
で
す
。

大
き
く
分
け
る
と
、
次
の
三
つ
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
作
家
の
主
題
…
他
作
品
な
ど
で
も
多
く
見
ら
れ
る
作
家
の
意
図
し
た
問
題
意
識
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

②
作
品
の
主
題
…
作
品
の
構
造
・
人
物
の
変
化
に
見
ら
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

③
読
者
の
主
題
…
読
者
が
作
品
か
ら
自
由
に
受
け
取
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
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『
檸
檬
』
（
梶
井
基
次
郎
）
№
６

組

番
（

）

ス
テ
ッ
プ
８

探
究
活
動
（
読
み
の
可
能
性
）

１

「
私
」
に
つ
い
て

①

心
理
（
焦
燥
・
嫌
悪
・
興
奮
・
幸
福
）

②

え
た
い
の
知
れ
な
い
不
吉
な
塊

２

「
檸
檬
」
に
つ
い
て

①

檸
檬
の
魅
力

②

当
時
の
檸
檬
、
私
に
と
っ
て
の
檸
檬

③

檸
檬
の
象
徴
性

３

地
理
・
空
間
に
つ
い
て

①

京
都
と
そ
れ
以
外
の
街
に
つ
い
て

②

丸
善
と
京
極
（
を
下
が
っ
て
い
っ
た
）
の
関
係

４

作
者
梶
井
基
次
郎
と
の
関
連
に
つ
い
て

５

そ
の
他

私
の
選
ん
だ
テ
ー
マ
は
こ
れ
で
す
。

３
年

組

番

氏
名

班
名
「

」

番
号

※
５
の
人
は
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と

＊
選
ん
だ
テ
ー
マ
を
中
心
に
、
三
分
間
の
発
表
を
し
ま
し
ょ
う
。

『
檸
檬
』
（
梶
井
基
次
郎
）
№
７

組

番
（

）

ス
テ
ッ
プ
８

わ
か
り
や
す
い
発
表
を
し
ま
し
ょ
う
（
グ
ル
ー
プ
学
習
）

私
が
考
え
た
「
檸
檬
」
の
世
界

・
主
題

・
見
解

・
根
拠
と
な
る
記
述
・
資
料
な
ど
（
図
を
用
い
て
も
よ
い
）
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『
檸
檬
』
（
梶
井
基
次
郎
）
№
８

組

番
（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

ス
テ
ッ
プ
８

わ
か
り
や
す
い
発
表
を
し
ま
し
ょ
う
（
グ
ル
ー
プ
学
習
）

私
た
ち
が
考
え
た
「
檸
檬
」
の
世
界

・
主
題

・
見
解

・
根
拠
と
な
る
記
述
・
資
料
な
ど
（
図
を
用
い
て
も
よ
い
）

『
檸
檬
』
（
梶
井
基
次
郎
）
№
９

組

番
（

）

ス
テ
ッ
プ
９

わ
か
り
や
す
い
発
表
を
し
ま
し
ょ
う
・
聴
き
ま
し
ょ
う
（
グ
ル
ー
プ
学
習
）

『
檸
檬
』
の
主
題
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
具
体
的
に
語

り
ま
し
ょ
う
。

友
達
の
発
表
を
聞
い
て
、
自
分
の
意
見
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

１

友
達
の
発
表
を
聞
き
な
が
ら
、
◎
・
〇
・
△

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

メ
モ
欄

①

関
心
を
持
っ
た
課
題
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

方めと

②

本
文
の
内
容
に
即
し
て
、
相
手
を
意
識
し
な
が
ら
、
主
題
に
つ

ま

い
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

の表発

③

自
分
が
作
品
か
ら
受
け
取
っ
た
も
の
、
感
じ
た
こ
と
を
は
っ
き

り
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

④

発
表
を
す
る
友
達
の
方
を
見
な
が
ら
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

⑤

友
達
が
ど
ん
な
点
を
中
心
に
「
檸
檬
」
を
読
ん
だ
か
を
考
え
な

方

が
ら
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

き聞

⑥

自
分
の
考
え
と
比
較
し
な
が
ら
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

⑦

気
付
い
た
こ
と
は
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

２

関
心
を
持
っ
た
発
表
に
つ
い
て
、
感
想
・
意
見
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

＊
も
っ
と
も
参
考
に
な
っ
た
・
感
銘
を
受
け
た
発
表
は
「

」
班

３

今
日
の
学
習
を
終
え
て
「
わ
か
っ
た
こ
と
」
「
考
え
た
こ
と
」
等
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

・
自
分
に
と
っ
て
の
「
檸
檬
」
的
な
る
も
の
は
何
か
？

４

さ
ら
に
深
く
考
え
た
い
こ
と
、
知
り
た
い
こ
と
・
不
明
な
こ
と
を
記
述
し
て
下
さ
い
。
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